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平成25年６月15日（土）、16日（日）の２日間、市内４会場で
説明会を実施しました。� （最終ページに関連記事あり）

第136号

議会基本条例（素案）
　　　市民説明会を実施しました。

いきいき情報センター

文化ふれあい館
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≪人事案件≫
以下の人事案件の選任を承認しました。

筑紫公平委員会委員　　木
この

葉
は

　和
かず

則
のり

 氏（新任）

≪補正予算の主な内容≫

松川公共施設整備事業費� 8,115万円

　今年4月に市が購入した旧国士舘大学キャンパス跡地の整備事業の予
算です。内容はグラウンド整備に関する防球ネット、バックネット、
水洗トイレ、駐車場等の整備費と、体育館の安全対策等を行うための
工事費です。体育館、グラウンドの開放は平成25年10月予定です。

地域経済活性化支援事業補助金� 600万円

　太宰府市商工会が個人消費を一層喚起し、地元商店を初め地域経済
の活性を図ることを目的に発行するプレミアム商品券（だざいふ得と
く商品券、住宅リフォーム等工事券）に対する補助金です。

総合子育て支援施設整備事業費� 2億5,288万円

　県立太宰府病院の敷地の一部約6,000㎡について福岡県より払下げ
を受け、築42年を経過し老朽化した五条保育所の建て替えを中心に、
子育て支援センター、療育相談室を併設した子育て支援の拠点を整備
していくための用地購入費及び関連予算です。

請 願 第３号　障がい児の就学に関する請願書 � 【採　　択】

請 願 第４号　福岡県に対して乳幼児医療制度の拡充を求める�
　　　　　　　 意見書に関する請願書 � 【採　　択】

意見書第２号　「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく具体的�
　　　　　　　施策の早期実施を求める意見書 � 【原案可決】

意見書第３号　福岡県に対して乳幼児医療制度の拡充を求める意見書 � 【原案可決】

請 　 願

意 見 書

主な審議内容

定例議会６ 月
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件数 議案番号 案件名 議決結果

1 報告第１号 平成24年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について ー

2 報告第２号 平成24年度太宰府市水道事業会計予算繰越について ー

3 報告第３号 平成24年度太宰府市下水道事業会計予算繰越について ー

4 報告第４号 太宰府市土地開発公社の経営状況報告について ー

5 報告第５号 公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について ー

6 報告第６号 公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について ー

7 報告第７号 平成24年度太宰府古都・みらい基金の運用状況報告について ー

8 議案第45号 筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

9 議案第46号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

10 議案第47号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認

11 議案第48号
専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例）

承　　認

12 議案第49号
専決処分の承認を求めることについて（平成24年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業
特別会計補正予算（専決第１号））

承　　認

13 議案第50号 市道路線の認定について 可　　決

14 議案第51号 太宰府市税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

15 議案第52号 太宰府市いきいき情報センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

16 議案第53号 太宰府市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

17 議案第54号 太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決

18 議案第55号 太宰府市立運動公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

19 議案第56号 太宰府市体育センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

20 議案第57号 太宰府市立太宰府史跡水辺公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

21 議案第58号 太宰府市中央公民館使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決

22 議案第59号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

23 議案第60号 太宰府の景観と市民遺産を守り育てる条例の一部を改正する条例について 原案可決

24 議案第61号 太宰府市女性センタールミナス条例の一部を改正する条例について 原案可決

25 議案第62号 太宰府市人権センター施設使用条例の一部を改正する条例について 原案可決

26 議案第63号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

27 議案第64号 平成25年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

28 議案第65号 平成25年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

29 請願第４号 福岡県に対して乳幼児医療制度の拡充を求める意見書に関する請願書 採　　択

30 意見書第３号 福岡県に対して乳幼児医療制度の拡充を求める意見書 原案可決

賛否の分かれた議案 � （個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

件
数 議案番号 案 件 名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 刷新の会 新政会 市民ネット 共産党

福
廣　

和
美

小
畠
真
由
美

陶
山　

良
尚

小
栁　

道
枝

佐
伯　
　

修

不
老　

光
幸

後
藤　

邦
晴

上　
　
　

疆

芦
刈　
　

茂

門
田　

直
樹

原
田
久
美
子

大
田　

勝
義

長
谷
川
公
成

村
山　

弘
行

渡
邊　

美
穂

神
武　
　

綾

藤
井　

雅
之

1 請願第３号 障がい児の就学に関する請願書 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 意見書第２号
「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく
具体的施策の早期実施を求める意見書

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
▪公明党＝公明党太宰府市議団　▪刷新の会＝太宰府刷新の会　▪新政会＝太宰府新政会
▪市民ネット＝太宰府市民ネット　▪共産党＝共産党太宰府市議団

６月定例議会 全会一致で可決した議案
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各
委
員
会
に
お
け
る

付
託
案
件
の
審
査
結
果

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
税
条
例
等
、
太
宰
府
市
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
、太
宰
府
市
公
園
条
例
、

太
宰
府
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
施
設
使
用

料
条
例
、
太
宰
府
市
立
運
動
公
園
条
例
、
太

宰
府
市
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
、
太
宰
府
市
立

太
宰
府
史
跡
水
辺
公
園
条
例
、
太
宰
府
市
中

央
公
民
館
使
用
料
条
例
、
太
宰
府
市
附
属
機

関
設
置
に
関
す
る
条
例
の
各
一
部
改
正
議
案

及
び
補
正
予
算
（
当
委
員
会
所
管
分
）
議
案
は
、

す
べ
て
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
児
の
就
学
に
関
す
る
請
願
書
」
は
、

委
員
全
員
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
「「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」

に
基
づ
く
具
体
的
施
策
の
早
期
実
施
を
求
め

る
意
見
書
」
は
、
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

市
道
路
線
の
認
定
議
案
は
、
委
員
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

太
宰
府
の
景
観
と
市
民
遺
産
を
守
り
育
て

る
条
例
の
一
部
改
正
議
案
及
び
補
正
予
算
（
当

委
員
会
所
管
分
）
議
案
は
、
す
べ
て
委
員
全

員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
条
例
、

太
宰
府
市
人
権
セ
ン
タ
ー
施
設
使
用
条
例
、

太
宰
府
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
各
一
部

改
正
議
案
及
び
補
正
予
算（
当
委
員
会
所
管
分
）

議
案
は
、
す
べ
て
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
福
岡
県
に
対
し
て
乳
幼
児
医
療
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願
書
」
は
、

委
員
全
員
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果
は
、
33
ペ
ー

ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
　
初
日

市
長
が
議
案
の
提
案
理
由
説
明
を
行
い

ま
す

本
会
議
　
二
日
目

議
案
に
対
す
る
質
疑
の
後
、
審
査
を
す

る
付
託
委
員
会
を
決
定
し
ま
す

各
常
任
委
員
会
で
議
案
を
審
査

本
会
議
　
三
日
目

本
会
議
　
四
日
目

本
会
議
　
五
日
目
（
最
終
日
）

各
常
任
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
結

果
を
報
告
し
、
議
員
全
員
で
採
決
を
行

い
ま
す

一
般
的
な
議
案
審
査
の
流
れ

一
般
質
問
を
行

い
ま
す



35

136号 平成25年8月1日

QQ
AA

般一 質問般一 質問 ＆
質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問
項目について（質問と回答の内容を要約）を掲載しています。

ここが

聞きたいとよ

太宰府東小、中学校の通学路の安全確保を 減災対策は河川管理から

Q　
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
四
点
伺
う
。
①

減
災
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
使
い
分

け
が
で
き
る
避
難
場
所
を
考
え
て
い
る
か
。
②

警
固
断
層
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
、
小
中
学
校

へ
の
周
知
対
策
は
。
③
小
中
学
校
で
の
防
災
教

育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
④
砂
防
事
業
並
び

に
森
林
の
整
備
、
河
川
の
整
備
や
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
本
市
の
計
画
の
現
状
は
。

A
　
部
長　

①
避
難
場
所
の
配
置
は
、
市
内

各
行
政
区
を
単
位
と
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
１

次
避
難
圏
と
し
て
お
り
、
避
難
場
所
と
し
て
地

区
公
民
館
、
共
同
利
用
施
設
を
設
定
し
、
各
小

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
大
規
模
な
公
園
を
指

定
し
て
お
り
、
広
域
避
難
圏
と
し
て
全
行
政
区

Q　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

三
点
伺
う
。
①
太
宰
府
東
小
か
ら
太
宰
府

東
中
ま
で
の
通
学
路
に
お
い
て
安
心
し
て
通
学

が
で
き
る
た
め
の
考
え
は
。
②
太
宰
府
東
小
学

校
校
門
前
の
垣
根
に
つ
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
安

全
な
の
か
見
き
わ
め
て
対
処
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
考
え
は
。
③
高
雄
公
園
の
周
辺
整

備
に
つ
い
て
、
高
雄
公
園
へ
続
く
遊
歩
道
の
件

で
、
美
化
セ
ン
タ
ー
下
の
空
き
地
か
ら
歩
道
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
質
問
し
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A
　
部
長　

①
太
宰
府
東
小
か
ら
太
宰
府
東

中
ま
で
の
通
学
路
に
街
路
灯
を
増
設
し
て

を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
類
し
市
内
小
中
学
校
や
公

共
施
設
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
本
市
に
は
警
固
断
層
と
宇
美
断
層
の
２
つ
が

あ
り
、
こ
の
両
方
に
つ
い
て
平
成
23
年
３
月
に

作
成
し
た
太
宰
府
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載

し
て
お
り
、
市
内
全
戸
、
全
事
業
所
及
び
各
施

設
に
配
付
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。
③
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発
生
時
に
お
け
る

対
処
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
災
害
安
全
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
④
堆
積
土
砂
及
び
樹
木
の

撤
去
の
要
望
を
毎
年
那
珂
県
土
整
備
事
務
所
に

行
っ
て
お
り
、
河
川
内
の
樹
木
の
撤
去
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
が
、
良
好
な
視
覚
を
確
保
す
る
た
め

に
照
明
灯
の
整
備
を
行
い
安
全
な
通
学
路
と
な

る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
②
太
宰
府
東
小
、

校
門
前
の
垣
根
で
す
が
、
見
通
し
が
悪
い
と
い

う
こ
と
で
一
部
垣
根
の
下
を
剪
定
し
て
お
り
ま

す
。
生
垣
が
カ
イ
ヅ
カ
で
す
の
で
強
く
刈
り
込

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
生
垣
の
剪
定

が
で
き
る
よ
う
関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
③
高
雄
公
園
北
側
か
ら
太
宰
府
東
小

学
校
横
ま
で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
遊
歩
道
の
勾

配
、
歩
行
者
の
安
全
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
中
で
、
工
事
着
工
は
平
成
26
年
度
予
定
で

す
。

本
市
の
減
災
対
策
は

東
小
校
区
の
道
路
整
備
は

原
はら　だ

田　久
く

美
み

子
こ

　議員後
ご

藤
とう

　邦
くに

晴
はる

　議員
○減災対策について○安全・安心のまちづくりについて

○西鉄五条駅前の新設歩道について

問問
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早期の踏切拡幅を 全国平均を上回るプログラム作りを

Q　
子
ど
も
の
体
力
向
上
に
つ
い
て
、
三
点

伺
う
。
①
新
体
力
測
定
の
結
果
（
平
成
23

年
度
）
を
見
て
み
る
と
、
小
学
校
一
年
生
男
子

は
全
国
平
均
並
だ
が
、
他
の
学
年
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
対
応

策
を
伺
う
。
②
各
学
年
ご
と
に
、
年
間
を
通
し

て
の
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。
③
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
け
が
を
恐
れ
ず
駆
け
回

れ
、
自
然
と
体
力
が
向
上
し
て
く
る
と
考
え
る

が
、
芝
生
化
へ
の
検
討
は
な
さ
れ
た
の
か
。

Q　
教
育
行
政
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
に
つ

い
て
伺
う
。
①
就
学
援
助
の
認
定
は
、
前

年
度
の
所
得
基
準
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
が
、

突
然
の
失
業
や
給
与
等
の
減
額
な
ど
の
事
態
に

対
応
す
る
た
め
に
自
治
体
で
は
直
近
の
給
与
明

細
３
カ
月
分
を
見
て
認
定
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
市
で
も
検
討
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
②
通

学
路
の
安
全
対
策
で
、
特
に
水
城
西
小
校
区
内

で
都
府
楼
南
四
丁
目
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

前
の
踏
切
に
つ
い
て
改
善
実
施
は
い
つ
に
な
る

の
か
、
ま
た
、
JR
都
府
楼
南
駅
と
水
城
駅
間
の

踏
切
の
整
備
の
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

A
　

部
長　

①
太
宰
府
市
を
含
め
ま
し
て
、

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
体
力
向
上
は

福
岡
県
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
き
各
学
校
の
体
力

向
上
プ
ラ
ン
作
成
と
実
践
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
②
各
学
校
の
特
色
を
い
か
し
た
一
校
一

取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
③
全
国
で
公

の
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
の
率
は
５
％
で
、

主
に
都
市
部
が
中
心
の
よ
う
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
管
理
費
等
を
調
査
し
、
ま
だ
課

題
も
多
く
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

A
　
部
長　

①
仮
に
３
カ
月
の
給
与
明
細
で

判
定
す
る
と
、
そ
の
他
の
収
入
が
な
い
の

が
今
後
の
経
済
状
況
を
ど
う
予
測
し
、
追
跡
調

査
や
還
付
請
求
な
ど
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
は
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
前
の
踏
切
拡
張

に
つ
い
て
は
、
社
会
整
備
事
業
の
中
の
項
目
と

し
て
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
予
算
的
に
は
は
っ
き

り
い
つ
に
な
る
か
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
着
工
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

早
急
な
通
学
路
の
安
全
対
策
を

長
は

谷
せ

川
がわ

　公
こう

成
せい

　議員藤
ふじ

井
い

　雅
まさ

之
ゆき

　議員
○子どもの体力向上について○下水道事業について

○教育行政について

問問
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歩行者、自転車それぞれの安全確保を

Q　
若
年
層
の
非
正
規
労
働
へ
の
従
事
は
晩

婚
化
及
び
少
子
化
の
遠
因
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
昨
年
８
月
労
働
契
約
法
が
改
正
、
公

布
さ
れ
本
年
４
月
１
日
か
ら
無
期
労
働
契
約
へ

の
転
換
と
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
が
施
行

さ
れ
た
が
、
①
現
在
、
市
の
職
員
は
335
名
と
聞

い
て
い
る
が
、
嘱
託
や
臨
時
職
員
な
ど
非
正
規

の
職
員
の
数
は
何
名
か
。
②
本
市
の
非
正
規
職

員
に
は
期
末
手
当
や
通
勤
手
当
が
出
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
非
正
規
の
職
員
も
正
職
員

と
ほ
ぼ
同
じ
勤
務
内
容
で
働
い
て
お
り
、
一
定

の
基
準
の
諸
手
当
に
つ
い
て
支
給
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

Q　
①
県
道
31
号
線
の
太
宰
府
歴
史
ス
ポ
ー

ツ
公
園
付
近
か
ら
吉
松
信
号
間
の
歩
道
横

に
小
さ
な
池
が
あ
る
。
樹
木
が
歩
道
に
は
み
出

し
、
夜
に
な
る
と
暗
く
通
行
の
妨
げ
に
も
な
っ

て
い
る
。
安
全
面
か
ら
も
早
急
な
整
備
や
管
理

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

②
国
道
３
号
線
下
り
君
畑
交
差
点
そ
ば
の
擁

壁
に
描
か
れ
て
い
る
壁
画
は
排
気
ガ
ス
や
ほ
こ

り
の
せ
い
か
大
変
汚
れ
て
い
る
。
管
理
体
制
な

ど
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
　
部
長　

①
公
園
管
理
棟
入
口
西
側
の
緑

地
帯
と
池
に
つ
い
て
は
、
自
然
林
と
い
う

こ
と
で
人
が
む
や
み
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
部

A
　
部
長　

①
平
成
25
年
６
月
３
日
現
在
の

正
職
員
数
は
338
名
で
嘱
託
職
員
及
び
臨
時

職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
嘱
託
職
員
が
１４４
名
、

臨
時
職
員
が
94
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

②
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員
に
対
す
る
手
当

に
つ
い
て
で
す
が
、
嘱
託
職
員
の
規
定
に
基
づ

き
休
日
勤
務
手
当
ま
た
は
時
間
外
勤
務
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員

に
対
す
る
期
末
手
当
や
通
勤
手
当
な
ど
を
支
給

し
て
い
る
市
は
殆
ど
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
り
、

筑
紫
地
区
に
お
い
て
も
支
給
を
し
て
い
な
い
と

い
う
状
況
で
す
が
、
今
後
、
県
内
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

分
的
に
し
か
剪
定
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
歩
道
部
に
つ
い
て
は
歩
行
者
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
強
め
の
剪
定
を
行
い
、
池

全
体
を
明
る
く
見
通
し
が
き
く
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ま
だ
暗
い
よ
う
な
ら
那
珂
県

土
整
備
事
務
所
に
街
路
灯
の
増
設
を
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

②
昭
和
63
年
に
梅
の
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
壁

画
で
、
国
土
交
通
省
、
旧
建
設
省
が
施
工
し
た

も
の
で
す
。
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚
れ
や
経
年
劣

化
に
よ
り
梅
の
花
も
く
す
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

嘱
託
職
員
の
処
遇
改
善
を
ど
う
す
る

安
全
安
心
な
道
路
対
策
、管
理
体
制
を

渡
わた

邊
なべ

　美
み

穂
ほ

　議員小
こ

栁
やなぎ

　道
みち

枝
え

　議員
○改正労働契約法についての市の考え方
○市庁舎の省エネルギー対策について
○非婚母子世帯について

○国道・県道・市道の安全対策と管理体制に
ついて
○交番の新設、誘致について

問問
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外出支援策は

Q　
次
の
二
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
高
齢
化
に
合
わ
せ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
以
前
予
約
型
、
登
録
型
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
紹
介
を
し
た
が
、
今
現
在

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
高
齢
化
社

会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
親
元
に
帰
ら
な
い

た
め
空
き
家
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
空
き
地
同
様
、
条
例
制

定
の
考
え
は
あ
る
か
。

A
　

部
長　

①
平
成
21
年
７
月
に
健
康
福
祉

部
が
事
務
局
に
な
り
、
関
係
課
職
員
を
委

員
と
し
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
15
回
の
会
議
を
重
ね
、
デ
マ
ン

Q　
災
害
時
等
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
に

つ
い
て
個
別
計
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の

四
点
に
つ
い
て
伺
う
。
①
申
請
集
約
し
、
自
治

会
へ
情
報
提
供
す
る
と
あ
っ
た
が
い
ま
だ
報
告

は
な
い
。
②
希
望
す
る
人
が
申
請
す
る
手
あ
げ

方
式
と
民
生
、
福
祉
委
員
か
ら
の
登
録
申
請
を

勧
め
る
同
意
方
式
の
提
出
状
況
と
避
難
支
援
者

の
登
録
状
況
は
。
③
市
が
積
極
的
に
支
援
者
と

し
て
の
協
力
を
市
民
に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。
④
自
治
会
の
温
度

差
も
考
え
ら
れ
る
が
、
制
度
内
容
の
変
更
を
考

え
て
い
る
の
か
。

ド
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
既
存
の
ま
ほ
ろ
ば

号
や
補
完
す
る
各
地
域
線
の
導
入
経
過
を
含
め
、

総
合
的
な
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
や
実
情
に

応
じ
た
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
②
平
成
24

年
度
に
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の

必
要
性
に
つ
い
て
関
係
課
に
よ
る
視
察
や
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
状
で
は

空
き
家
に
関
す
る
相
談
件
数
は
多
く
な
い
も
の

の
、
い
ず
れ
問
題
化
す
る
と
い
う
認
識
で
一
致

し
ま
し
た
。
今
後
、
先
進
地
の
事
例
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
関
係
課
で
協
議
を
行
い
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

A
　
部
長　

①
６
月
13
日
か
ら
校
区
自
治
会

を
訪
問
し
、
ご
報
告
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

②
550
名
の
方
が
要
援
護
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、

同
意
方
式
で
505
名
、
手
あ
げ
方
式
で
45
名
に
な

り
、
そ
の
支
援
者
に
54.9
％
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

③
市
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
お
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
の
避
難
支
援
を
調
整
し
、

市
民
の
皆
様
に
制
度
の
必
要
性
を
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

④
制
度
の
内
容
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
ご
と
覚
書
を

交
わ
し
た
上
で
、
名
簿
を
提
供
し
て
い
く
予
定

で
す
。

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を

要
援
護
者
避
難
支
援
は
進
ん
で
い
る
の
か

福
ふく

廣
ひろ

　和
かず

美
み

　議員上
うえ

　　　疆
つとむ

　議員
○高齢化対策について
○交通安全対策について

○太宰府市災害時等要援護者避難支援制度について
○安心情報キット（救急医療情報キット）について
○小中学生における土曜日の授業の実施について

問問
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子どもがもっと本に触れる機会を公共施設の在り方は（体育センター）

Q　
太
宰
府
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

で
は
、
子
ど
も
の
自
主
的
、
主
体
的
な
学

習
や
読
書
活
動
を
支
援
、
推
進
す
る
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
次
の
四
点
を
伺
う
。

　

①
学
校
図
書
館
図
書
標
準
に
よ
る
学
校
図
書

館
に
備
え
る
べ
き
蔵
書
冊
数
の
割
合
は
。

　

②
中
学
校
に
も
専
任
の
学
校
司
書
を
配
置
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

③
市
民
図
書
館
の
司
書
一
名
が
学
校
図
書
館

を
訪
問
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

④
市
独
自
の
取
り
組
み
は
。

Q　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
し
て
、

国
士
舘
大
学
跡
地
の
松
川
公
共
施
設
と
看

護
学
校
跡
地
に
体
育
複
合
施
設
を
建
設
、
整
備

す
る
予
定
が
あ
る
が
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、
南
体

育
館
と
４
つ
に
な
る
。
市
民
の
方
か
ら
は
体
育

館
ば
か
り
つ
く
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ
、
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

A
　
部
長　

建
設
予
定
の
総
合
体
育
館
の
規

模
は
、
策
定
し
た
基
本
計
画
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
11
月
末
に
は
コ

ン
ペ
方
式
入
札
で
基
本
設
計
が
決
定
さ
れ
る
予

A
　
部
長　

①
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
割

合
は
、
小
学
校
は
約
103
％
、
中
学
校
101
％

で
す
。
②
５
月
か
ら
小
学
校
全
校
に
図
書
司
書

を
配
置
し
、
市
民
図
書
館
か
ら
司
書
が
巡
回
支

援
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
は
、
市
民
図
書
館
の

司
書
が
週
３
回
常
駐
し
て
い
ま
す
。
長
年
の
経

験
と
専
門
性
を
生
か
し
、
興
味
を
覚
え
る
説
明

書
き
や
読
書
相
談
、
教
師
か
ら
の
調
べ
学
習
に

対
す
る
資
料
相
談
な
ど
を
受
け
、
読
書
環
境
の

整
備
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
③
学
校
か
ら
の
疑

問
や
質
問
に
答
え
連
携
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
小
学
校
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
乗
り
入
れ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

定
で
す
。
年
間
の
維
持
管
理
費
は
、
約
８
６
０

０
万
円
か
ら
４
６
０
０
万
円
、
国
士
舘
大
学
跡

地
の
体
育
館
は
約
１
０
０
０
万
円
、
体
育
セ
ン

タ
ー
は
232
万
円
、南
体
育
館
は
約
800
万
円
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
と

い
う
観
点
か
ら
、
新
た
な
体
育
館
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、中
心
地
区
、

国
士
舘
大
学
跡
地
は
、東
部
地
域
の
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
施
設
。
南
体
育
館
は
地
域
に
根
差
し
た
体
育

施
設
。
総
合
体
育
館
は
市
の
西
部
地
域
の
体
育

館
と
し
て
、
ま
た
市
民
大
会
な
ど
の
中
規
模
の

大
会
が
開
催
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
支
援
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
今
後
は

門
かど

田
た

　直
なお

樹
き

　議員神
こう

武
たけ

　　綾
あや

　議員
○本市における子どもの読書活動の推進に
ついて

○スポーツ施設の充実について
○子どもの放課後や長期休みの居場所につ
いて
○中学校給食（ランチサービス）について

問問
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市民サービスは充実しているか

Q　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
国
民
の
２
人

に
１
人
が
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
子
ど
も
の
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
太
宰
府

市
で
の
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、

三
点
伺
う
。
①
小
学
校
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
ど
も
の
実
態
。
②
ア
レ
ル
ギ
ー
の
把
握
と
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ

て
い
る
の
か
。
③
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

取
組
み
と
し
て
教
職
員
へ
の
勉
強
会
、
エ
ピ
ペ

ン
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Q　
平
成
17
年
９
月
策
定
の
、
第
４
次
太
宰

府
市
行
政
改
革
大
綱
に
は
、
主
要
推
進
項

目
と
し
て
、
①
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
た
市

政
運
営
を
進
め
ま
す
、
②
市
民
感
覚
の
市
政
運

営
を
目
指
し
ま
す
、
③
簡
素
で
効
率
的
な
市
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
、
④
よ
り
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
、
⑤
広
域
行
政

を
推
進
し
ま
す
と
の
記
載
が
あ
る
が
今
有
効
な

行
政
経
営
改
革
計
画
は
存
在
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
推
進
項
目
③
に
太
宰
府
市
職
員
人
材
育

成
基
本
方
針
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
市
長

名
義
の
も
の
で
あ
り
、
井
上
市
長
名
義
の
人
材

育
成
基
本
方
針
は
存
在
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
　

部
長　

①
本
市
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
ど
も
の
実
態
は
６
月
１
日
現
在
、

小
学
校
７
校
で
合
計
96
人
の
児
童
に
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
り
、う
ち
15
人
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
の
お
そ
れ
が
あ
る
児
童
で
す
。
エ
ピ
ペ
ン
を

持
参
し
て
登
校
し
て
い
る
児
童
は
２
名
で
す
。

②
保
護
者
に
使
用
食
材
の
わ
か
る
献
立
表
を
事

前
に
配
付
し
、
原
因
食
品
を
除
い
た
除
去
食
を

提
供
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
③

昨
年
６
月
、
太
宰
府
西
小
で
エ
ピ
ペ
ン
研
修
を

全
教
諭
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の

情
報
は
、
養
護
教
諭
、
栄
養
士
、
担
任
で
学
校

全
体
で
の
共
有
が
図
ら
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

A
　
部
長　

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
少
や
平
成
15
年
度
豪
雨
災
害
の

復
旧
事
業
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
扶
助

費
な
ど
に
よ
り
、
逼
迫
し
て
お
り
ま
し
た
財
政

状
況
も
、
人
件
費
の
抑
制
、
公
共
事
業
に
お
け

る
国
の
補
助
金
や
交
付
金
の
活
用
、
新
た
な
歳

入
の
確
保
な
ど
工
夫
と
懸
命
の
努
力
を
続
け
、

経
常
収
支
比
率
が
90.9
％
、
実
質
公
債
費
率
が

6.7
％
に
な
る
な
ど
、
数
字
と
し
て
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。
太
宰
府
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
に
つ
い
て
は
時
代
の
流
れ
や
社
会
の
変
化
に

対
し
て
敏
感
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
定

を
行
い
ま
す
。

学
校
現
場
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は

行
財
政
改
革
の
具
体
的
成
果
は

用語メモ
エピペン…アナフィラキシー（急性アレルギー反応の一
つで、急激に、且つ全身に激しい病状を呈するもの）が
現れた時に使用し、医師の治療を受けるまでの間、病状
の進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための補助治
療剤（アドレナリン（エピネフリン）自己注射薬）のこと。

小
お

畠
ばた

　真
ま

由
ゆ

美
み

　議員芦
あし

刈
かり

　　茂
しげる

　議員
○給食のアレルギー対策について
○老朽化した公共施設への今後の対策につ
いて

○風疹の予防接種の助成について

○行財政改革への取り組みについて
○公共施設の再配置（案）について

問問
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（単位：円、％）

会派名・議員名 交付額 支出額 市への
返還額 執行率

公
こう

明
めい

党
とう

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

　（２人）
　福廣和美、小畠真由美

600,000 181,226 418,774 30.2

宰
さい

　光
こう

　（２人）
　陶山良尚、小栁道枝

600,000 334,573 265,427 55.8

新
しん

　風
ぷう

　（３人）
　佐伯　修、不老光幸、後藤邦晴

900,000 308,886 591,114 34.3

太
だ

宰
ざい

府
ふ

刷
さっ

新
しん

の会
かい

　（３人）
　上　　疆、芦刈　茂、門田直樹

900,000 444,610 455,390 49.4

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

民
みん

ネット　（２人）
　村山弘行、渡邊美穂

600,000 349,868 250,132 58.3

太
だ

宰
ざい

府
ふ

新
しん

政
せい

会
かい

　（４人）
　原田久美子、橋本　健、長谷川公成、
　大田勝義

1,200,000 289,050 910,950 24.1

日
に

本
ほん

共
きょうさんとう

産党太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

　（２人）
　藤井雅之、神武　綾

600,000 570,196 29,804 95.0

　政務調査費は、議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派に対

し交付されるものです。

　太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円を交付しています。

　今後とも、政務調査費を有効的に活用し、調査・研究の成果を市民の皆さんに還元

するとともに、市政発展のために生かしていきます。

議会を傍聴してみませんか  ９月定例議会の日程（予定）

９月 ３日（火）本会議（提案理由説明） 17日（火）本会議（一般質問）

〃 決算特別委員会（概要説明） 18日（水）本会議（一般質問・予備日）

５日（木）本会議（質疑・委員会付託） 20日（金）決算特別委員会

９日（月）総務文教常任委員会 24日（火）決算特別委員会

10日（火）建設経済常任委員会 25日（水）決算特別委員会（予備日）

11日（水）環境厚生常任委員会 27日（金）本会議（報告・質疑・討論・採決）

13日（金）本会議（一般質問）

（本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます）

平成24年度  政務調査費  収支報告
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全国市議会議長会より10年表彰

太宰府市議会事務局　〒818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目1番1号　☎092（921）2121（代表）
　　　　　　　　　　ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

◇
編
集
後
記
◇

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
16
万
６
千
人
が
４
カ
月

以
内
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。

　

原
爆
死
没
者
へ
の
慰
霊
と
恒
久
平
和

を
願
い
、
国
内
外
か
ら
毎
年
約
10
ト
ン

の
千
羽
鶴
が
広
島
に
寄
せ
ら
れ
る
。
展

示
後
、
焼
却
し
て
い
た
折
鶴
を
、
障
が

い
者
就
労
と
結
び
付
け
、
再
生
紙
へ
と

甦
ら
せ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
寄

贈
者
の
思
い
を
更
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
、

市
民
も
一
緒
に
考
え
、
始
ま
っ
た
と
い

う
。

　

今
年
も
ま
た
、
千
羽
鶴
が
世
界
中
か

ら
飛
ん
で
来
る
。
平
和
へ
の
思
い
を
乗

せ
て
。

�

（
真
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

長
谷
川　

公　

成

副
委
員
長　
　

小　

畠　

真
由
美

委　
　

員　
　

福　

廣　

和　

美

委　
　

員　
　

藤　

井　

雅　

之

委　
　

員　
　

芦　

刈　
　
　

茂

委　
　

員　
　

神　

武　
　
　

綾

委　
　

員　
　

陶　

山　

良　

尚

　市議会議員として、永きにわ
たり地方自治の発展と振興に貢
献された功績により、全国市議
会議長会から５名の議員が表彰
されました。

（�上段左から、後藤邦晴議員、渡邊美穂議員、

下段左から、門田直樹議員、橋本健議員、

不老光幸議員）

議会基本条例（議会改革）特別委員会からのお知らせ
　平成25年６月15日（土）・16日（日）の２日間、市内４会場（太宰府南コミュ
ニティセンター、いきいき情報センター、文化ふれあい館、大佐野公民館）にお
いて議会基本条例（素案）市民説明会を開催したところ、多数の方にご参加いた
だき、心より感謝申しあげます。皆様からいただいた多くの貴重なご意見等を参
考に、本特別委員会でさらに条例（素案）の協議を進めてまいります。
　なお、説明会において、今後の予定として平成25年９月定例会上程を目標にし
ている旨を説明したところですが、平成25年６月18日（火）に行った本特別委員
会において、「説明会で出された意見を検討するには、時間が少ない」という委員
の意見が一致し、平成25年12月定例会へ上程することに予定を変更いたしました。


